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言J･言C(S- 5/2)とい う等々- 塾が主要項であるo数値計算が現在進行中
である｡
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束大 ･鞍 鈴 木
上 村
ここ数年間,主として)VチJV塾,ベロブスカイ ト塾反強磁性 終につvlて 2-
マグノン吸収 ,マグノン~サイドバンドに的す 烏誓 書ミ精力的にをされてきた ｡
こ､乙では最近,Birgeneau連の中性子の実験により,2次元反強磁性が確か
め られた K2NiF･4,Rb2MnF4等の2次元反強磁性 体につV,て,2-マグノ














性子回折の寒験で,ネ - ′レ点 (97･lOK)









一一 一 4:.!一･一一一 一一
元反強磁性体のハ ミル トニアンを次のよ
うに表わす｡ 第 1図 K2NiFr4の鮭晶構造
ー ー 1 _ヰ lo - ー
H= Jl<fj>Si'Sj+ 言J2(<fi′>Si'Si′+諾 J> Sj'Sj′)
-紬 BHa号siz+gp B hTa苧 s jz …
ここで Jl(>0),J2(<D)はそれぞれ最近接及び算 2近痩交換相互作用定数,
gLLBHaは異方性エネルギーを示すoまた i,j はそれぞれスピン上向き,下
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uk2- 〔紬,Ha+4SJ1-4SJ2+2SJ2(0SaKk+co占aKy〕 2
⊥ 16 S2 J.2 cos2号 K-Ⅹ cos2号 Ky rS)
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MAGNON ENERGY (C這1) →
(a) Magno.a Density of States
(b) Magne寸IicL､Brillc･uin Zone





QlⅩ二才pBHa + 4SJ1 - 4SJ2





ー 一_ヽ ー l･.
p=<荒 > 方 i j r Si' Sj )



















T- 0 oKにおける Al(u)のa'依存性は第 5区愉 ようにを机 ､W= 2a反 の
-1 ,I,l ～
所に鋭い ピークが期待される'oK2NiF4に対しては Jl= 78･2cm , ⊥2-
A-~41
鈴木 直 ･上村 洗 -12)
0･紬 BHa= 0･59cm I

















































G,(a)= Go(W)/ 〔‥ T G｡(扇 〕
G｡rw)-言誉







の形 で表 わ され るO こ こ に Q'o 芸 4 JI S ,Nは ス ピ ンの 総 数 ,uk
は マ グ ノ ソ の - ミル トニ ア ン を 対 角 化 す る 時 行 な う 1次変換 の係数
で あ る9 ま た pは 励 起 子 -マ グノソ相 互 作 用 の 強 さ を表 わ し ,励 起
状静でのスピンの大きさを S'･交換相互作用定数をJIJとすれば pニ
ー '1で定義され るo N…十イオンの今考えている励起状態ではS′エロ
JIS
であるか
ら p-- 1 と覆り,この場合のスペクr)レ鮫の形状の観形は第 4図 (A)のよ



































D19.2 10C 20〔! 505154
Energyrcm+ 1 ) -
第4図 K2NiF･4のマグノン-サイドバンド
もか在り長 い O このことは 2次元反強磁性棒がネール点より高い温度坂でのパ
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